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　那須政玄先生はめでたく古稀を迎えられ、本年 3月末日をもちまして、早稲田大
学を定年退職なされました。那須先生は、1971年 4月に早稲田大学第一文学部を
卒業後、文学研究科修士・博士と進まれ、1983年 4月に社会科学部専任講師とし
て着任されました。その後、1985年 4月に助教授、1990年 4月に教授に昇進され
ました。1998年から 2年間を社会科学部長、2001年から 2年間を大学院社会科学
研究科長として重責を果たされました。また、学部外におかれましても評議員とし
て大学全体の発展にも寄与されておられました。
　那須先生の論考には、「学部改革の第一歩─社会科学部の学部暦変更について─」
（1993年 7月「CAMPUS NOW」）、「一体、何が問題なのか─学部改革に思うこと
─」（1993年 10月「早稲田大学社会科学部報」）、「『大学で学ぶ』ということ」
（1994年 2月「早稲田大学新聞」）、「社会科学部のカリキュラム改革」（1994年 5月
「早稲田学報」）、「ドイツ語の学び方」（1995年 3月「外国語の手引き」）など、大
学教育や人材育成に強い思いを持たれていたことが推察されます。このような那須
先生の熱意のもとで多くの学生たちが社学から育っていたことは想像に難くないで
す。
　那須先生のご専門は哲学・倫理学であり、本学術院の主担当は哲学総論でした。
2012年 10月発刊の『闇への論理─カントからシェリングへ─』（行人社）をはじ
め、先生の業績にはカント研究が多数あります。また、『早稲田人文自然科学研究』
や『社会科学総合研究』ではシェリングの『「啓示の哲学」講義』の試訳を連続的
に掲載しており、シェリング研究に大きな足跡を残されています。
　毎年新入生向けに発行される『社会科学部報』には、各教員から新入生に対し、
メッセージが書かれてあります。那須先生は「知をもって、知（という幻想）を超
える、これが学問の楽しさです」と書かれています。最終講義で旧約聖書のお話を
なされ、アダムとイブという私にもわかりやすい哲学的解釈の説明をなさりまし
た。那須先生が講義を通じて、知を学生に教授する一方で、知に過度に頼ることの
危険、その幻想を意識させるという、那須先生の授業展開を、私は勝手に感じ取っ
ていました。
　最後に、那須先生の長年にわたる社会科学部・大学院研究科での取り組みに感謝
すると同時に、先生からいただいたさまざまな貴重なご助言を学術院発展に生かし
ていければと思っております。今後ともご指導、ご鞭撻を賜りますよう、よろしく
お願い申し上げます。改めて、先生のご健康とご活躍を祈念しております。
